
















　　　ダンジョンＳＰＡ







「おい海斗、ずるいぞ！」

「いったい何の話だ？」

「あいりから聞いたんだぞ」

「だから何をだって」

「この前、温泉旅行に行ったんだってな」

「ああ、家族サービスで行ったけどそれがどうかしたのか？」

「ずるい！　ずるい！　わたしも家族なんだから温泉に入りた〜い！」

「ルシェ、いくら何でもそれは無理だろ。さすがにダンジョンで温泉は無理だって」

「い〜や、わたしも温泉に入って美味しいものをいっぱい食べたい〜！」

まさか、悪魔であるルシェが温泉に入りたいと言い出すとは思ってもいなかった。

そもそも、魔界に温泉なんてあるのか？

「ルシェは温泉に入ったことがあるのか？」

「おい、バカにしてるのか？　そんなのあたりまえだろ。魔界をなめてるのか？　いっぱいあるに決まってるだろ！」

「そうなんだ」

「シルだって入りたいだろ！　海斗だけずるだ！　ずる！」

「ルシェ、ご主人様が困ってるでしょ。でも温泉はいいですよね」

「え!?　シルも温泉好きなのか？」

「はいもちろんです。美容にも健康にもいいですから。出来ることなら私も入りたいです」

「ほ〜らみろ、シルだってこう言ってるだろ。やっぱり海斗だけずるい。わたしたちも入りた〜い！」

「いや、でも十階層にシャワーはあるけど温泉はどこにも無いと思うぞ。これまでの探索で見たことないだろ」

「無いんだったら作ればいいだろ」

「無茶言うなよ。温泉が作れるわけないだろ」

「いや、できる」

「できるってどうやって？」

いつものルシェの無茶振りだが、さすがにダンジョンで温泉は無理だ。

「ダンジョンの隅にシルがド〜ンと穴を空けて、ヒカリンに氷を出してもらって、私が獄炎で炙ればあっという間に温泉の完成だ。シルもそう思うだろ」

「そうですね。それならあっという間に温泉が出来上がりそうです」

たしかにそれならすぐにできそうだけど、それって温泉ではないよな。いやそれより問題はダンジョンに穴を空ける事じゃないのか。

「1階層の端っこでやれば誰も来ないから大丈夫だって。いつも誰にもあったことないだろ」

「まあ、たしかに」




翌日になり、いけないとは思いつつも、結局ルシェ達に強引に押し切られる形でヒカリンにも声をかけてダンジョンへと潜ることになってしまった。




「このあたりなんか良さそうじゃないか？」

「わかりました。それじゃあ、ご主人様達は下がっていてください。いきますね。『我が敵を穿て神槍ラジュネイト』」

別にダンジョンの床に罪はなく、敵でもないのだが、ここは目を瞑るしかない。

『ドガガガガ〜ン』

シルがダンジョンの床に向けて神槍の一撃を放つと、炸裂音と共にかなり大きく床が抉れた。

「それでは、私の番なのです。『アイスサークル』　穴が大きいので一回じゃ無理です。もう一度いきます。『アイスサークル』」

抉れた穴に向けヒカリンが『アイスサークルを連発する。

「ふふん、そろそろ仕上げだな。わたしの出番だな。いくぞ『破滅の獄炎』」

ルシェが獄炎を放つとみるみるうちに氷の柱が溶けて水となり、炎で温められて湯気を放ち始めた。

「ルシェ、温度高すぎるだろ。完全に沸騰してるぞ。温泉っていうより地獄風呂って感じだけど」

「そんなの冷めるまで待てばいいだけだろ。バカなんじゃないのか？」




ルシェはそう言ったものの獄炎で温められたお湯が適温になるには結局一時間近くの時間が必要だった。




「そろそろいいようです」

「じゃあ入ろう。じゃあ海斗も一緒に入るか？」

「無理に決まってるだろ！　もし二人と一緒に入っているところを誰かに見られたら俺は終わりだ」

「そうなのですか。残念です」

「シルまで……」

「じゃあ、わたしも、シル様とルシェ様とご一緒していいですか？」

「もちろんいいぞ」

「こんな事もあろうかと水着を用意してきたのです」

「じゃあ、俺は誰も来ないようにあっちで見張っとくな」

「海斗、ちょっと待て。まだだぞ！　大事なものを忘れてるだろ」

「大事なもの？」

「温泉といえばお風呂と美味しい食べ物だろ。早く魔核をくれよ」

「ああ、わかったよ。それじゃあこれがシルでこっちがルシェな」

ダンジョンで温泉を作って、入浴しながら魔核を美味しく摂取する。

俺のサーバントとはいえ、この二人は完全に規格外だ。

「なかなかいいお湯だな」

「そうですね。ご主人様からいただいた魔核も格別です」

「わたしも、お二人とお風呂に入れて大満足なのです。今度はミクさんとあいりさんも誘ってみましょう」

後方からは三人の楽しそうな声が聞こえてくるので、手間をかけた甲斐があったとは思うが、それよりもダンジョンに穴を空けた事がギルドにバレて罰則をくらう事の方が怖い。

まあこんな端だし、誰かが見つけてもモンスターの仕業だと思ってくれるかな。

いや無理だな。

この階層にはスライムしか出ないから絶対無理だ。これは誰にも見つからない事を祈るしかないかもしれない。
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